取扱説明書 _ 

く RHF-431F, RHF-556F> 

推おと特巧 ~^ ~^~ 

はじめまして。 

FF 巧ち後 「RHF- 5 S 6 FJ 及び rRHF- 431 Fj は、お致さを快适じ这か< 
するようじと、《のような特ををそろえました。 

獲おとおるをじゅうぶんじ活巧していただき、巧かいき•をわ a ごし < ださい 0 

_室おお節•ま涵表示なおけ I 

あ am のるちそ- か3みのち SC ちちして方< j 
ご.巧風 K (ヴス氏巧が巧巧)ヴ.ガス■と M 1 
巧つン^'0—ルレ、巧 a « ち g じな5ますゥ黄！ 
定ま巧巧在をを13、ランプで S 示し S す， f 







S 心示ランフで«巧巧のを! iS 示ち《 
巧レおのろだし5す， （巧ページ6巧} 

I 虽モと巧ら■ない 

!_ SR 下なおし 

I 说は、さそぶ.巧ら巧&し夕す* S 6 のがち 
’ «* さ巧なヴろ gfP (プるので C をヴ巧< 巧； i で 

す。 


Wf スオツチを〇、ンクする 

チぶイルドロ义夕をが巧 

•i ••ちおおさ《かでブろしてを、巧手!こ*拓し 
なしタク， □ ツクブることヴでさすす* 

• — . A A *V 


顆 



寒い«でをすぐ c« な 

. 急ま度房運お能が… 

4巧より巧ぶ％の/のーアツフの£で、ヴ9< 
•め,す Vtv _ __ 


エアフイ;レターのほこ0店ま0をち巧6巧する 

フイ ルターサイ ンが 

. T 7 フイ;レタ-•の；まこウなすウを巧巧らだする 
フィルタ—ヴインの.ヴインヴ巧 a しだろ，：5 
イル9一の巧巧5して < ださい。 




I 2 でほめの足 ran 

I 巧通監視セ-ブ通ち機能 巧 

!でーフスイ、ソチモ巧してあけけ、巧 a でンヴー 
ヴ巧の* R のと g を！!巧して巧皮8ガ十巧 g す 
つ C ことちめ g ヴ，その*、おを巧3よ 
01!スで2でをい狂 g で SJMMB を巧い*す， 
この義«じよ OBU 巧# SNI クこと苗 <省ェみ 
ルボー理 e ヴで S 夕す。 




W 塞 ft モちむ巧い 

. をが》能巧 _ 

を定ち應^3、4义♦るだ《1レでい3す《 

(16^ -ジが〉 


e 痛クるする 

如お皿が 


のホし□の巧巧じの迅田ヴ巧いてい g す， 

C 巧ページ ♦«) 


■ <0しくは （ 〉巧のぺ-•ジ《ごらか< ださい e 


各部のち巧とはたらを 


か K 

,ち&巧をし口 

靖啤阻で。。.''、 [ 


1 

. i 

1 ^ 

»巧-«巧な！ 

i SS などち&予レタ 
な* 

(4 ぺージが） 


I «作-表示巧 __ __ _ 

各スイッチは、«なしたときに r ピッ J とまがします。 


巧虫 i このるのヴホウ 
多守 C 

ns ぺージ巧巧） 


アンダーカバー； 

況扭皿こまけ;するこ- 
さじ外します e 

(16 パージな巧〉 


を活をち巧します 


il おスイツチ； 

’遵6/尽じヴる巧め! 
i のスイ‘ソチです* 

(12 ベ-ジ ㈱ ， 


ガスお R 口 


ヴスの巧乂 [□です 


>巧プラグ 



わかドロがスイザ，ランプ 

チでイんド〇,ソクちだツ^* 
5たは巧 JS 巧スイッチで 
も 

ごツト RC はラン了を） 
ヴ点。し，す々 


ち»«巧ランプ フイルターサイン；通巧/«»ランプ 

♦巧巧の空 a そな巧 ！エでフイん夕一のな1(•巧を)* C 巧 C 麻巧し 

しで巧巧し*す A :こ CIS ホウをる巧を ； i さす。 

巧だし ! なし S な。 i 〔巧を ) な巧のご fs 打し 

ターの SS です 。） i ( ホをな«〉 i ます。 

• 巧定まをそ角。し i 

て巧示しホす * 

( 巧べージを巧） ：。8ページち巧〉 ’: ( 12 バージ g 巧〉 




i ち ane スイッチ 

-诚みの巧1な巧す 
1 るためのスイ，ソチです 


セーブスイッチ，ランブ？ 

たーブ are そご、ン h •まだ巧 
巧巧すスイツチです。 

たツ h •扮 C はランフ(巧を） 
巧巧!]しまも 


がンブ 

を里運 E 
巧で友ること 
を受すランブ 
です。 


、胤巧か W) 


通 K スイッチ 

* 技/ちじするため 
のスイッチです。 
































































使用上のご注憲 


FF 巧ち療をお使ぃじなる巧に、巧の項は必ずわ K みくださぃ C 

使用ガス- 肯につい古~ ' 

■ガス香 •« 巧 •» 董年月は、巧お 
を！!面のをなじち示してあります。 r 。が-が-2 V 奋一 


>段をじを示してあるジス(なフフ>レーフ)み 
のヴスで I す、保巧しを'いで<ご3い。 

»この?#黄ぶ- AC 100 V (巧/の H 2) 用でな。 
ACIOOV じ i 巧の S 巧で巧を巧できまちわ化 


が _1 ML こみを一 

I 巧が巧を巧ヴけないで.// 

M . fi . クーテンなど g を*^»ブ〇\ちのならじ 
かうぶ Mm ちところでな用して < ださし、 
IM 忘巧 I さのるとぎじみぶん egg して< 
ださし、 


標説—' 4 た S 琴 

か ISM が : W ， ；；’ 




I 特別な ffi ちでの巧用はをけてグ 

この機巧は、一をま g の巧ち巧としてつ<ろ打 
でい S す。美宮院、： DI など.スフレーロ化夕 
S 货をを苗し巧ウ，巧ぼこ0のさいち巧で! 3. 
を巧し W いで < ださい* 

FFiaMi で«||していも■■では、シリコン 
4e をした巧モ—卜、ヘアートリートイ 
ン►化 BA(8 モ巧）は、 A 火ミスや9中濡火I 
,などな■の宙田となり i すのでしないで i 





■ザス穩 • >■ ザス — 途ゥでい《と » け、 g 雷上けの tt 巧 S じご通 «< だろい。その i2 ‘ 
巧 R し表すとホが不十々で ♦ つたり、 ftp* な♦倉が《ります， I 

• 66 されてご « 用じ々る場食は、供雜をれていもガスの 9« 、 ■> ♦ 二だ ♦ い e I 
も LS つ t い 6 場をな、麵薑やな a がか«となり 2 すめで先めガス事禱 ♦ じご «» ; 
< だ # い。 （がべ — ジ ♦•) 


を 

■— か 


J 


用をについて 


■巧夏の乾度などじ巧用しなぃで/ 

♦巧ち UX みの巧る(み■巧をど5ちの巧 jjl こを 
吊レないで<どさい. 

♦ 5 * など«巧の上じ■いごウ、みけ:&ウ巧る 
と M 巧江!し□ウ、 7 ィルター巧をヴふをヴ 
口で、賴货巧じ#ヴこるウス»る»でで a 


る ft 巧ごの ■» 巧« 


I 巧下みじ注意// 

g 巧 T など g 下巧の®*の友るとこ5では S 巧 
レないで < だか、 



巧 、 


■じゅうたんじは»巧をグ 

€运の！!いじ A ク巧んのよ亡■く«さは、じょ 
クぶで巧 g 巧の®«など 5® いで<だちい ， R 
巧«巧巧ヴると、じ々ク巧かヴ8をし； eo する 
ことヴ巧 OR ヴ e 


户じ W うたん C 
V が、!! 



使用上のごを意 


ガス满れモ 巧 __ 

I ガスを巧は専鬥業をじか巧を// 

ヴス S は夕定巧ブスホースヴ、を蘭©惠巧 
ヴ化 S でブ，おい巧の巧巧 WSS 巧は:、ち•よ 
0巧 S 巧のるる、ま8、8推巧などへごちね< 
がい* 


ヴスの«巧は 
巧《して <C 


■み出はガスをを閉めてグ 

み出の巧など g 巧ミ n なし W . 巧ス《 


こやけ考にき g . . . 

■ a 里巧おし口はな < なっていますダ ■植«じはのらないで// 


gap ? をし a じ、をク g 巧511打ると巧けどを 
することヴ定 OS すので-巧 C 巧ゴ»ヴ公〇る 
ことめなしぶク C 3 寒して< だ5レ、 


義88じ0つ CO 、 H をなけで〇、■いちのち« 

だ50しないでく:巧ちい，_ 

;■« グ SR しれり、♦けごや M の lit •の ■ 

(B じ々リ <す， 








ガ ス事ぶ厉让 …-_ 

ガス美いときじは// 

g る S ク爾巧黄!*のスイ，ンチの A •巧ウ- It 奋 
フラブの巧まし，ライター召:どで X をつ口で0 

することほち巧 I こし g いで<どさい。_ 

义♦火巧で31火し. » g めを！•ゲ A リ if 。) 


SB ち 6 m 、 


1寒♦巧じさてないようじ// 


あので巧 C 、 ヴス巧を aw ) 巧た芦をま巧ホロて 
巧スちかへ化してなら、ホ g い上げの E 巧ちま 
e なをぶ0のさ巧の交巧、をち、 gg 巧などへ 
ごさ巧<どミも\* 


る B ち & M 、 es 身なじあてま夕とやけどの 
ちそれ巧あウ寒す。巧にかミな巧す>、をまさ- 
巧るの巧^な、ま打0の方巧注»して<ださし' • 





圓巧巧巧トツフは1»くなつスいを》 

( WI 5 のち巧ッブほなつていま巧。 
でだウ雨ちるブロたウしないで < ださい 
おろホのをの度 C む雷へを■ち口る場合は， 
*みッ^^巧巧8)モご巧巧<だちし\* 



ゾ 

靈 


•Mfth ップかちな 、 Utl 
ガスや化裴すので 
巧 < じ隹本、爱巧»♦など 

■>、巧 ft ♦ れでな 9 »も 



































巧用上のごを意 


i 义染そ巧 _ _； 

■引火みを巧づけないで// ■涅面巧出し口をふさダないでが 


興巧時の避 »…一 

みわてず、まずお义を// 


巧一、 s 巧ヴ控さでとさく»巧ヴ * 巧じみい.ゴ -'：： T '’’ g ヴするなど)た. S るのとさでをあ〇てすじ ae 
スイツチぞ•■な)*»、ヴスをを巧の、お百いロブ(巧 S 巧运まごはるよウの当巧の受巧、受店，ま * 巧召:どへご 
さ ISC ださ八 



»巧クおが巧 >-、ソフのぶ<1こぶ-ち巧巧(巧 VI J 
ン-シンァーなどのミ;火巧）をち巧|こぶブロみ’い 
ぶ〇じして<で5い。まで—«巧の巧 < T >\ 夕一 
スフレーなど巧ミ! 乂巧ち疫巧しないで < だ巧 



■お服巧出し口じ巧を入れないで•ツ 

巧，巧、ブラスチックなどモ、 M のおし□亡 

入 n ないで < c ちい • _ 

|规义たり、»常*♦♦おこしたリして、たい 
I へん«です。 



誦スプレー巧4植||め扣じ直かをいでグ 

スフレーへタースフレーなど)ホ« 
M 0 W 巧1ヴが巧 C ■ジタいで<ださい，魚で 
スフレー巧の圧でヴ上ヴ Olis する巧 3 n ヴ巧〇 

が* 


«巧のとな B 0 C は、《义やすいをのを|0巧 
し\で<だを t んまた、 gMP ® し0 0« c 巧を 
■い CO してし□をふさヴないで<だ 
か、 

I 出し口♦ムさぐしたリ、^ 

' 2«3ン> D — みザで♦な< 夕1ことが♦リ！ 
ミす。 



■«« じ水がかからないようじグ 

のと C - 巧* i - クヴかなどちの巧 g いで< 
だか、 


頓«巧■ゲ♦で ft れ S すと、げか巧； 
でな（、 !«. 火なめ M ザ♦け♦す。 j 



■にま慧 

s ；:^ 巧し ec ちは、を巧 S かにし t 、 «巧フ 
ラブちつンでン》-ヴら tt いて < だをし、_ 

n しい■のと♦な， ftntiMst もことザ A 
i リ J す。 



曰か：) か•手入れにっぃて1 

日巧の篇《 • ホ入 n はかザけつでくどミ八 
ぶレ<巧、がージち方® w »< 巧ちシ\^) 
巧じ、ヴスの m 、 の餐 AC ち.巧 fie 
のじ ■* ヴなし‘•ヴ ffR レて <ださい， 

面 >9ごは、レ C とる r > 巧る巧は、 S 巧し 
ないで<どち化巧なな6巧3：说でブ， 
ろ…》含ヴ餐< なつ巧と8ほ、21ぺージそ巧 g 
み C な0,巧爾いとげの g 巧 I 39 C 巧ち去 C 
のさ巧のを巧、巧8, Sit 巧などへご* lg < 
ど SU 


ち巧 SU - ‘ソブは、 »S で 8 tO 巧で 0. つををの 
S 下 "C ぶ0巧*したりして，巧るヴじ々うぶん 
じ巧がま〇な <g ると義巧の巧*の房担と.な <1 
S す。 e が fth - ンフのち煤じ ais . つらをなだ 
•クよう C レて<だちレ 



•« 巧の巧1は.巧■い穿のの K 巧 SC 巧«し、 
さまな位喔 C 正し<19■してご«6ち< だちい • 


•圧し<度誦さ n ているヴ、エ舉ち巧■を参房 
しで巧 R して < なさし、，’ 


操作のしかた 


FF 巧ち潰の巧ぃかたです。 

わ巧ぃじなられるとさは、5〜10ぺージの r 巧用上のごを* J も 
ホわせても •« みくださぃ。 

—— 巧わ f お巧いたる去と をを 二 — — 

■« 巧コード巧び*巧プラグの巧巧 

爾奇ブラブち3ンでン M こ ggCil し込ルで < ど? 

g 奇つ一 K のき巧巧しヴ巧巧 H のな# S 安口ないところじホるヴ3誦度して<ど《し、 

■おが*のガスををを麻にします。 

-曲»シースン前にを iGb 请を寒忘な芒と—_ - 


■お-揉巧巧法規の巧巧 

’この H 巧《をお巧い I こなるシースンの巧じ巧、お.》巧》ヴ巧け CO . 巧の巧ヴつ C ウしていない0化 
す爲食して <ださい， 

■樣巧本巧と拾揉巧トップ巧ぷの巧巧 

. «巧玄な I ち扫ぶ卜、リブの巧巧じを义均ウ巧が物ゴ■巧 n ていないヴ»»しで<ど fit 、 


• ^ a ■查 •^ち•巧巧 R の*巧ヴちつクウ S しごろ、ご巧用じならないで、お两い上げの巧巧ち穿たは、 
をよりの当巧の5巧.交 S . 毎梁巧などへご«巧< どさい。 


»作-表示巧のが明 (1 ■巧/傅止•塞湿!■節 •セー ブ遅巧》 

■スイッチ巧を«巧ずるとさは»巧 •« 巧舒のんたを拍けて<ださい。 



) 1 ちのレかた 


■選おスイッチを巧します。 

•••ち/ ML ランフヴ g をに。。し、巧のけ 
gc ス yt —ク S 巧し乐夕* 

な乂すると、 me / RRj クンフを口ろ 
を SCSOO 、/ くーナ-•じなぶし C こと5巧 
巧らだし S な6 

•■か B 巧••ラシフヴ巧をじ so つて0ろ巧 
i な的 k じ j »；! f で S ブ， 



巧めてご足巧じ巧ると S や，しばら<巧のなクつたと6は、&槪巧モしでを EWC 
巧 9 WaB るため、 ie < D 4 l 巧では巧乂しないことグ巧り5ブ。 


I 广巧ミ * A 巧巧づ巧るため、 ie < D 4 l 巧では巧乂しなし\ことグ巧り5ブ， 

i V ■ — - ' そ， ノ •ス / t - ク S 巧レで、巧巧ゆちたつてをな X レないとさ亿は、台 IttSC 妨モ中化しホす 
i そのと》巧、いつたわ♦じミな、巧及遲61•巧そ巧つてくだ S い。 


淳比のしかた 


■ a おスイッチを巧しまず。 


rge / Stt ^ j ランフヴ巧えまな， 

-ち火 a , 巧巧フタンは«巧ち呂6レ历ウて巧 
ら git し*す拓 S 巧を < なるミで 
巧すだめです。） 

この商な、 ® 巧フラブを》なないで<だちし V 



•«» め道中は、お g ■のガスの It 巧じよち伴止や、 U ブ9グのミ|0な♦じよ 
•/ 〜みの &傳 ife ♦巧わ々いで< だ？い。 »* の®田じなリ5す。 

•、 —ほ私 •チサイルド〇ゾ7巧むツト•を〇ているときは、ち•ぶしてち广チやイんド日、ソク J ランフ 
はな CtJR なチでイん KO ンクは巧ちちのまだん C (14 ぺージち巧） 


— 78 












































操作のしかた 


塞里調節のしかた 


■ f ま涅巧な」 


スイッチを巧し、ま®を扭をします。 

さ S 5 示の。 


»巧のて ilESn るときほ、教をを涅ヴ22でじ t 
•ン1-5のています。 

>至を表示ランプ5房をげろ r 室湿巧を^スイッ 
チを押し，ご巧3のま适 C かソトしてくどさい。 
>を库ま活 IS 广ほ J (巧1护〇〉、广 16 j 〜 r 巧 J . 一 

(宙巧してがな巧)の g 西でたッ h で5す守。 


畫 sft ホと»«宜^|ゲ m じ M じなった♦を.： 
宜 a 表示ランプは Axa 巧* t SI だけします，； 


ACTS : sacipzc ) 



な S ♦下げると ♦押 
し座す。 


な>♦上げもと♦押 

しパ。 


‘ r まぶ蘭巧 J スイ，ソチででッで拾定まるよ0を、 H なるをの巧巧再いとさは、な化を、 
巧ながで、ま巧コン SD —ん巧®さお乂します。巧をま适ぶ〇を gffM 巧な<なるま 
でち a 巧火れ巧 C 乂ウさだル。 

广こ•ミ全♦つ . 宜»まる R 巧 I こぶ0、度巧巧巧止するとさヴ巧05す ♦ そのとさは、 rgfc 凡ラン 
、、こ J ろ巧ゾ フヴ乐をでろ g ちじ空!のウ5す • 

•ま as ホな， iMss 面の呈 a ヴー S タターの SB を St 示していま巧ので、巧 mom 
とぶ若午 S な0ます。5巧»巧は可として<どま L 、 

かじ S 巧などは家3の«巧み•どじぶって、が if 5 示ヴ設巧 M よ0«<なることヴ巧 
0 S す A 


r セーブ ii 転の しかた 

だーブ蓮 E のでツ M 3,雪6かじレヴで SS だか • 


L 急ま 讀房邏ち _ 

さ t 巧0など、お巧含ち g<B める巧のじぶ定さ8よ0巧在空るヴをい巧含じ垣って，宙 Effl 巧巧5巧ろお内宜 
1«9じる技をレミす。 


♦ jreg 巧ヴ5巧巧が巧 Cfi つてを! liR ぶ0ち5じス8な巧万モ出して道6しますヴ、お 
宙軟班ヴ担巧寒 a ぶ拍 SB スイッチでた，ソ^ろ n た汹)ぶりちいと*々*おスイ 
しごま*) •分ミ入のてなら15^ツと泛«1したとのさ.るま职，おはち n がが Ve 

♦巧® R ま S 巧理 e を巧い e いとさは. 一 呂#じちだて口ろ> ち底 ic » なをしてくださ 
し、 


j チャイルドロックのしかた _ 

ルミなあ子♦の1巧すろじよる拳泣を巧にヴる巧め、チがイルド0>ンクの6ヴついていすす。 


■ r チャイルドロツク J スイツチを巧します。 

-•■チサイんド□ツククンブヴな口し口 •ンクさ 
47さす， 


■チャイルドロックの巧おしかた 

巧(扩チサイんド〇ツ7 J スイ•巧 S 1巧曲 
上ザし*す《 




j 揉作のしかた 


祖向ち!!節のしかた 


巧》皿へのを水のしかた 



〔ご注;み} 


. «»は、巧回も巧うとルーバーゲ《れ《«合ゲ15り3 しで（ださい》 

•と下ルーパーは，«定«ですので ■« で ♦* サん， 

• SJt が巧化しでい♦時は、 A くなつてい2す。1田♦隣 B はやけど Irf 4わ<れザ A リ 
表すので巧わないでくだ♦い。 


mmmmm 


さ巧のが! d じ島った巧 a な g ちを巧つぶク巧巧巧度柄な1«ちづついていまヴ P 
’度ちご:上ヴ C 時じを湿ヴ ーS スターヴホで、ンチしで««ををとじ、快通な: S 巧巧果を巧るためじ (B 巧度力を 
宜ね的 ca をし-單< 巧： i じ設まぎ活じな0ます。 


巧® g ヴ0する巧は、旧るのへ注糸し拍3レて<ださい • 

涅アンダー々バーを巧みします。 

タンダーりパーの55じを S ® でてを巧じをつ a 
ウ盼しが • 


应か度皿をミ I 出しを水します。 

n をホゴ ns むりまレだを、水5こほをないよう C 巧 
OC ちと巴をどし、 P ンダーカバーモ巧 f ホブて< 
だ St 、 ホ巧こげ17ますと巧のるばな0でな<« 
S ヴ gft し.い C 石6田じなゥホす。 

*® S ■ヴ不ちの扇を、な度の瓜 M をご ff 用く 
どちい* 

じは、 e 巧の〇口》水な入0ますな、巧巧 
马 IBMtdIO 〜1巧ヴおゥま弓の 
で、とさどさが■ち ra しで<だちし'^ 




•U ザ K&L でい♦と♦な、巧 ga の周ぶが»<をつでい2す。巧 a 麗へのをホな♦け 
' ど♦す》なそれが A リ41•ので巧わないで < だ>い, 

么ぶ ノ -巧巧 g ヴ M しやすしが靡0とさじは、ま氷をま巧て<どさい> 

•扣迅のじを^，水の巧ヴろがヴ巧*3、の巧ら、そ nw 上のまなな巧〇ないで<だろし 


「 eitttin 


M ブラブち»^巧0、ち«してを 一S 巧ッ I- したがをち3、たーフ運おの*巧はお«しています C 
• 巧因 TC するとさは、6じ S 定となウホす。 
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ををじわないいたどけるよう,填巧とお手入れはを巧的に巧いましよう c 

目巧み点み 


■« 篇ヴちえているこきこ，巧つて<で2い* 

■エタ 7 ィん 9 — ' 巧を囚占みのぶを SIfe 巧ころ#いで<ださい。 

■ち巧る!-ソフじでバーなどヴしてを二泛0、占<!こ巧巧巧らどづ■いてない口をして<でろ Vv 
■ヴスち.ち巧コ ーK ヴ巧を®Iこなので0苗«していおい口 g 巧、*て<ださし、 

■ち’巧を巧の话巧匹ヴみのてぃなぃ巧3苗しで<だを心\« 


! g 体の お手入れ _ 

た C らない巧 S めるま S でめらして-ぶ<、 
って巧ら巧ぃて<だ5ぃ。 


巧至 i ) 


ベンジン、シンナーなど«巧なのも 
のな«巧じご任贿じならないで < だ 
をい。論«の 6 ゲ A サたり樹 II の S 
A ゲ S おしたりし2す。 



な憑皿のお手入れ 


隱の巧巧 I ヴ化で々クごさで巧^^ C ご•货< i な J 巧曲をきぶだ、•でげるいレで<ださい• 

■巧をヴちの05レ巧ろ、をとどち〇1このる孤を虽巧バてくで S い《 

■のな曲巧、巧…〇…な上げ I こなつてい S ブ，巧へ S と一で•ち巧夕 C ウヴると、巧一こ:ーヴ巧養々. 
ろヴお巧。 

加な皿の巧かしかた 

. な}る中!まを出して<だ《い。0がージ巧巧） 

曲し口のお孚 入れ ZZ . ~~ 

■ 17 g ! こ1巧お上は. M の出し1つの I さこウを巧どで薄をして<ど巧し‘*このとさな、かヴ»6 
ち止の、《货グろえてヴを巧クて<だだい> 

■ M 巧だし01こ百い巧の30ヴが J ■でるこたヴ友巧ブ、 S 巧で《ホウタ巧 /W 
ウ〇ろ口い巧で、巧 S ご•つで<でさい， 


( ご注;#) •お♦入れな、けゲ♦れぐた A じも>>♦な C で巧ろこ j 


エアフイター:のお手み : fl 

フイ A ブーサインザ/ RX したと♦はかず♦なを L 


■こ7フィん夕 一 C 、 ほこ0たごみヴ6まると、 
フイん9—ヴインヴ篇 a します，このときなが 
す»をぶめ， g ® ブちそで口ら、なみななご 
レて < だろ 


■フィルターヴインヴ病 g して t 巧<てを，0こ 



安を装置が作動したとまの処■方法 


巧一の巧、な下の巧を装置が®さガスを止めます。巧をち■がかいたと 
きは、まあランプと「51お.巧規 J ランプのホ«でわ巧らせします。 


でが承 


熱呼,破ブ:而■飞 - • --T 


I 娜さ BSSS 

f 也リも |'18 j 病巧 


みさ 


f もホ巧 


スバ••つ巧きが I 


订巧え巧を SS 


巧乂 R ス/レ*クヴ正巧 C 巧がないと 
さ C 巧たし 着 E 夕みじろだ53, 


巧巧巧じバーブーめ巧巧巧えだ g る j 
；：. •巧を SI ヴ ft さ、 空。スの S 度ち I 
巧化し5す， 


■ パ/け扣 U W » ■ 

0米0 0 0 0 0 0 

戸化病巧 


J ?? i 义巧.バーす一 eg 火しな口つ5 
とどじだを泛»ヴ»き，モ方ス 
の巧 6 S 巧じし S 3* 


; J 0, n » 71 ■ 

I 朱0 〇 0 0 


•*20- 巧巧 

•フイん夕ーツインな« 


なち 

〔巧を） 


g 巧巧ホ巧 ■ 
く as スイ‘分） 


«黄巧け S 巧;®»したと « c 、 巧ス 
巧けめ*6を#化ろなま巧。 


3お巧 d 爱 sr 

I ：巧ちピコー;〇 


が 

をな 


ミ巧ヴ S 巧巧 A し e と sc 、 巧ス 
.化め se を停比を巧ホす。 


〇 

ち打 


(吾の 

〇 

角灯 
(き说） 

G 嫩むと細 


ち9巧巧じ香 ■ 
(« 巧 ヒコー カ 


M 巧ヴみのたとをじ、ヒユ—三 
巧ウ g 巧を巧化さだます。 


が 4 ' 4 ' 4 '-な'-をぶ 、 

I • I、, I い , 、 'I、',、 / |W |、 ,，、； -. 


惇巧巧ぎを拴芭 


« 化 18 !0 22 リ 

0 0 0 0 0 0 




巧ち 

(ホを） 


巧!^はを用でミません《巧を g, 
巧 m き ' 。ス巧ちを比め86を巧化 
さだま巧6 


巧巧 

(ホを； 


巧る香巧む！巧を JS ヴみ打ちとち C 巧&し、避 E 
廷见妄 a ををじちだます。 
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ウ巧でまつでいるとさの r < ると S 巧、巧史毎の 
用寒などのと S といつ W ぶじ曲を5さ打をと g 
巧でぶ < 巧巧いいだ巧: r ま 
り胡じ1臨ち） 

■三:タフ'ルター s 、 巧みすこと巧で S ますので 
フ<ルターの巧-»のほこ C を*な、 
ちでよ< 供#レでく C さ 

■巧などで巧 C る oecs は*巧 Sj で•そ S < 巧い、 
巧ちをよ<巧ろつて巧ら.じみうぷん ecus 
なて <ださい， 

■ W 【巧ヴ 6 C ウタレ反る、6^22度巧けで < C る 


• フ<**夕ーサインゲ#*した* 4ご««111け*すと.センサ—ゲ H 常 C « R し、816 
巧じ蓮61>止でみことゲ>リ1 
•停达す>と童 SS 々タンブ巧巧と^霉お/僅規.♦ンブゲ SX し> おた g ■ゲ働いたこ! 

, _、 t ♦だ*らザし*す e り$ベージ參腹 ）I 

: 、ご ミま 倉ン； このと♦«、：77ィルクーもす*♦かじ! •! •しで < だ#い fl j 

通 B / KR ランフー参'- 塞 8 R 巧5ンフ- 

/ ,、 / !、 i 

が が ； 


， .... _ さを g ■ヴ巧&しご巧 C - み«して g な乂してる、 C ぴ cy 巧じような巧&«<りク义す 

ミごミを意'^ような♦さ々下 S の S を S ■巧 M の！!巧ごなレぶ巧ヴ出巧と81ま、お•い巧め巧■(妨 
' gc 巧-るよりの a 巧め5な、斑-«旗巧などへ: » s < だちい. 

巧 远 

运置タホ i 

み乂»露の巧3•のとさじ巧 B し*な* 

«るヴかちで9,巧!!い巧めの巧巧では、るぶ 

0のちなの5巧、受巧、 SII 巧などへご a «< ださ 

い， 

ジス泛ヴ蘭りな0つ CC 巧ウ-法いをヴ巧 
い .5 ごさなど C 巧 It しタク • 

がちを-巧一で<だちし、《 

ヴン6なクてい eo 、 誇 S 巧0な巧ク C と 

S など C 巧 ID レタす* 

エタフィルター；5«3こ0运*でしてい£ク，ホ 

C は MaJ ? 法し a じ巧巧ある c « などご巧 
なし交す C 

エ P フィル9一巧の胃な、»含巧5西ない巧みし 
ばら< <5〜6を〉しで口ら巧 itC レて<でをい。 

〔寒巧ブラフぶ巧巧つジンづ面っている«巧拓巧な 
いで < だをい ♦> 

g 巧 a ホげ巧になつだと.ちじ巧みしホす a 

g 苗ち巧やしても巧*おできまだ hi 。 ち理ヴ曲まで 
す。巧 B い巧めの巧巧ちまた3、をぶウの当なのま 
巧，黄ち，苗《巧などへご a ち<ださい。 

•5©ちけシ3—卜したとミなどじ巧なしまヴ。 

居理ヴ化さです。巧 S い巧めの巧巧店までは、をぶ 

0のち巧のまな、まち1営業用などへごま餐<ど5 
八 

M しだとを CfEft します* 

さ S したら、再 *6 して<ださい。（巧電巧は、ツス 
培を屏めて巧いて<ださい C ) ミ巧' 巧刻をだをしな 
巧して < ださい。 

巧い巧方など C ぶ0さ OT ヴ巧 n た C ち C 巧 B 
します《 

居这ヴ化 S です。巧巧い采めの巧巧ちまごは、ちぶ 
*3 の当巧の至な、ま店、备》巧などへごまち<ださ 
し、， 



お手入れのしかた 


て1\フイん 9— は- 
よ じ引渡 < と WOS 
































































































が » かな？と思ったら 


巧巧かなクとをってもよく巧べてみるとが!*でない巧をもみリます。 
巧理を巧 a する的に、もう一•ま夕の,南をお巧べくどさい。 


i 巧のことを■ベてください6 


1 n 象 

みなのポイント 

参 ■ 

ぺ—ジ 

5 IK スイッチを巧して 

霉ちブラフヴコン C ンしつ巧り入つていずすな。 

11 

も通 K しない。 

' ごま居の1こユース々フレーのーヴ巧 n ていま口わな。 

- 

(•■ま B / 巧巧 J ランフ 

• 吞 g で!3を0ずむんで。 

19 

ヴ毎度な灯しを'い） 

>チでイん KO •ンク巧 e ッ h さ。てい.ま巧んな。 

U 

な火しない 

' お巧®の巧スをゴを巧し‘おつでぃま g ヴ6 

11 

(^*6/巧巧_|ランフ 
ヴ巧さ巧汽亡空〇ろ 
ない） 

'巧スち巧1巧;2ホース） C を死ヴ a つてい3だかヴ， 

1? 


’エでフんターじ、ほこゥヴ C 5つてい g だ知な ♦ (フ V ルターヴィ 
ンはなをしてい$はか 0) 

巧；. 

巧用中に;自火する 

-立か巧出し□ヴふ S ヴクてい3だわな> 

9 ! 

-ち巧巧^-、ンフの巧 W ヴふるヴクてい g だんヴ* 

10 i 


ま忌 SB ヴ巧いてい g だかな • ランフヴで巧打 

レている） 

13 [ 


• お库ま®ヴを<巧 CS なん々 ♦ 

13 

よ <■} らない 

• 史 S のちが5ブ W いていさ Q ん口 • 

- 

あ®層のヴ乂巧1さを W じなごていさす巧> 

11 


巧スのを《は、 SIS でヴウ， 

7 ; 

タス美い 

かじヴス巧ースヴ g んでし巧だんヴ* 

—i 

I 

— i 


こんなとをはな*ではありません0 


9 象 

巧因と巧策 

シース;かかり、ち鮮 99E しな 
々つ巧*、なヴな巧勝し巧:し一 
户 M/HWtj ラ：/7ヴ巧お前 

L/ 巧い） 

巧ぶ （rSE/ 巧巧 J ランフヴ巧を巧打）弓るまで、巧义巧作巧< 

0をレ5す C 

巧めて M し e とちわ、シースン 
みめじな、じ巧/1ヴ出る。 

巧巧のお空81ち W どじ巧 g している巧ロホコ U ヴ巧けるためで 
す*しぱら<»をしなヴろご巧巧くだ£い， 

巧义レ C とちた、巧义し忘》••三 
ツン J つツン J という音びす 

ヴスろ芭5巧巧すをでめの SB 巧 （« 巧で巧巧する巧スが）ヴ巧 
化巧るときの S です。 

な火し C とさ C、f ポ•ン J というさ 
け巧る • 

篇乂 S ヴブる場ろヴ友〇すす。 

\ してちすぐ1»ヴ化てこなレ、 

1 

巧なを化さ留しみ j じしてあ OS す。《巧巧®ヴ居5ると、百お 
巧（な乂 g 朽巧みちして）じ M ヴ出はじの 

1 96CPC でシ巧一 J と g ヴする • 

ヴスの aag ヴする場巧ヴホウ g ヴ e 

1な义 g や、*!火みじ r チソチ Uj 
と♦シ 5S なおる • 

などヴ W 熱 e ろ却ろむる巧じを*ヴ g ち-吸《しておこ 

る©でも 

1 >じしてちホ CC 巧ホフダン （» 

ミかがよい， 

5 

巧 S 巧クしてヴら頁15巧 Cits ウ S 巧， 

, g つて M ブラブ 5B いでし g つ 
: たため、 なぐ g し &/U で le 樣巧 
;そした巧な乂レなし、 

し .. .1 

巧®ヴ巧えるさで《ろ*巧つてヴろ gR、 *6«巧ちして<ださ 
レ、 


この I る巧じ g 巧ヴ巧ると g ヴ、巧打ヴ〇じならないとろは，巧*い巧めの K 巧 SS 巧は、るよ OCDg 巧の受巧、 
5ち， 《«* などへご邊18くだか V 



ホ ■ gAifiC なすので、 H け C おご■♦でのみ!!、■■な i 
ないで< だ♦い, 


R « n ® 用しない巧を•巧巧点巧 I アフターサービスについて 


巧管 （11 巧画使用しない場合） 


■巧ちヴる和じ、ち手入 OS して<でさい C (17 ページ©巧） 

•ジンダーロバー S みし，な]巧证の々:《巧かして<ださ 

(巧ページ r な] j ^ l 血へのまホのしヴ CJ の a を參巧して<巧$い） 

. エタフィルターの译こり5巧»いで<さちい • ぐ巧ぺージが&〉 

•よ<おを乂 C のク义、ブス巧を«じ，■タブラブな：)ンたン片〇らみブ岳いて<でち 
■ r 亞巧巧巧 » j を巧 S しない#ク C しで < S 5 い， 

■シーブンスつじは、で8るだけ度糧し csscao ること5ちクタめし S す， 

■苗みしての巧する«含巧、巧 a いまのの S 巧田よ、がよ0の巧，交运、 M 巧なグへご jtlg < 
ださ 


__ • お g ろま S さで巧 ID しだ〇、巧■しなウしないで<ださ t 、 

I、ごま; •） • «の下じ友る，.じ々クごル.畳3どを巧«巧る場含はお貢い巧めの g 巧巧 R 反な:，る 
よウの S 巧の5巧、交店、巧#巧 g どへご宿»<ヴさ i^、 


3年毎の巧巧点棟について 


♦ R = 苗ち機をち巧ち、巧通じお在いいごな<巧の I こは、曰巧のお妻 A の巧る5るかで巧ガ> 巧} iffl なな守点 
ちヴが空です，3隻 ffi の巧守巧をおすすめします。 

〔(ごま寒).保守#巧の貧南はち8かなご S 担じなります， 1 


■巧ザおおの巧を 

♦ち巧のヴービス*ヴ FF 巧房«の巧*. «巧じついて正巧であるヴをお》し> かち C 巧じてち S 巧 «• * お 
な:满巧ちおこないミす。 

理ヴ必 g なと S は、お客な I こご宿がのと，巧巧するヴ否ヴをみ巧します。） 


■サービスを巧ちするとさは、 

巧ぺージの f な B なな9とちご e を J のてご5188< ださそ n でを■ろない«合、巧るいぶご巧 
巧な♦含じは、ご©ろで IM なちろないで，お»い乐めのちたち、 S 巧は、をぶウの爸巧の3巧:、ま用、 
wim などへご巧》<でミぃ • 

P つターヴービス€ホ巧レつけのと S 巧-巧のこと.巧お巧を巧<でさし 
け用ところ(《巧各， ssag )- お SR . 11沒«尝 
放 含…… RHF -6&6 fv 巧夺•の IF * 

FF 69 HI 

巧》巧さち ( rnasmcosm ) 

(なし<は5ベージ S ご11<ご《い》 

0 m 9 

(巧,そクンフの Kg などで S るだけ巧し<〉 

丹巧ちご ftg 曰 巧ち 


■お层されるときは 

. スじは巧ちヴス1:确*巧よびし P ヴスのだろヴありミす。 S 巧の巧巧 B じを说1セ、脚せヴ友ります。 
ヴス* C > M の«*ヴ«なる巧 S へ6运さのるとさじは、史苗の交»ク as ヴ曲 S とな0ますので、6属 
巧の巧スな fW の IIS を ga のラ又，のをよウの乃ス**ちじご巧を< だちい。この«合、 

度 ec ぶる讀巧は6な imcp でちちなとなウホす。 

' このまと安のどのなス■の巧 C 巧 ttc 巧いてを，史岳のな S な Bgl こよ0ごを用 I こ g のます。 


■巧が塌巧を巧更するとさは 



巧巧ち有 

0巧1巧*〔ち-访る旧を巧、ヴス巧巧） 
を tmmmm 
參巧ス a 咨 
を巧巧 
をかち巧 
を 受ミき ■ 


、 S 巧1■巧を 夏ち を〇ると S は.巧■い采めの 巧 巧ち、またはをよウのちだのる巧、ま店、含 業 巧など C 
ご皮 *< ださ化 


■巧拉じついて 

巧た店巧ヴ巧巧■じ W つでし巧す， 

が巧が爸 . habj み 7) ie 人ミが t 口めじなん側■巧きをぶくがホみのも大巧じ巧して 
<ださし、 

R 巧 S 在 » gga * の巧 PM ま I こついてな.巧篇ち曼じぶつて«ちヴち持でぎる細1を，有朽でち运いだ 
します* 


■補修用を隹巧さの最お巧有期 ffi じついて 

满の最を毎ち巧«巧«をま!!ぎのち導じぶゥ、当»苗の gg 巧巧0を7まです。召:巧、巧 
s m ttflKc a とは、その•笛の巧 m をち巧するたかこ化巧お巧最です6 
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<RHF-431FT. RHF-556FT) 


機おと特長 


はじめまして。 

FF 巧巧機巧 HF -556 FTJ 及び ^ RHF -431 FTj tt . わ巧 g をホ適じ«か 
くするようじと、巧のような巧長をそろえました。 

機おと巧ホをじゅうぶんじミき用していただき、巧かいネをおぶごし < ださい。 


クリーン gn の 

FF タイプ 1 

运かぶ0巧 
スを运みへ 
ですなろ青 

i ^ 

網去巧巧 

巧じむ 
巧出5 

S . さ 

安な巧るぞ巧入の-な巧巧巧 i 
するちおち巧る巧を CFF 巧巧> 
化です C 

を紙! 興娜^ i 


■単》巧の 

ワンプッシ ュな义 

SIE / 巧ホ巧，■おスイッチ《巧すごけのつン； 
ブッシュ)•巧です， I 



R ■な Dig 巧ろ 

が巧通巧街]巧が胤す 


I an 口±0肉. 5巧のな«1こ8っご氏；11ら8» 
I 5巧う iWI こ. aSMSWMS ヴついてい S す, 
i <1い•ージ«田） 


广お巧 S の中は。 ,0(11 1 

:きお巧節•まあ巧示能巧！ 

I -- 

, お am のをちを- お巧みのまち C をちしてお< 

1と巧宙11巧(巧スな巧な a) ヴ.巧ス•と M をミ 
!コン KQ- ムし、巧 a な MCR ちます C 毎を i 
まま'巧なぞち巧、デジタルで巧^します • I 



f がしぶ■で S 旨心、がくして巧巧すみ^ 

[ おはぶラ、おや すみタ イマー巧1 

I おなぶうタイマー*セヴト L ておけが■かい« ! 


. 巧3ぶクタイスーなインテソジェン養巧巧 
でたッ H 巧巧こは3^0さヴほほ巧ちをさじなる 
なじ有ちしまヴ， 



120ろの3つのを巧 W ■巧ろ巧巧みじ 
S せてたッ K でち g す4教ち巧ちヴ g : 
a し巧《、宜 ft 历じ9化し多7, i 

(17 ぺ—ジ ㈱I 


；エ7フイ J レターのほこウ居50ちお巧をせする 

I _フイ ルターサイン 付 

;エ P フイん9—のほこ》〇轻30巧お知らせする 
:フイん9—ヴイン巧 C ヴインヴ病巧しだろ、フ 
' ィムターの^«^1巧して<ど5し\^ 



2でをめの g 巧 M 

巧通を視 わ ーブ運転機能 が 

喊>0顯4«うことなく «エ♦ル单一運 K ザで 

♦真 to 

. re — ブ J スイッチち巧して巧口 I さ、巧 a むン 
サーヴ巧の a 度の上 B を s 巧して.お虫屋ヴ十 
ろ SS つなことそ S さ〇めます P その 《• 技ち 
ち8より (8 ホで2でほしぶ泛でき aa 宙ぞ巧い 
ホ巧> 

リ3ページち居） 


寒い巧でるすぐじ*ク 


急巧暖房運巧檐お付 



ち意ち巧 n 巧い 

一な«機能巧 _ 

C とえか■レてる，1 KtTi /^' L.CttJEga I 
でー フ着 C の*巧、巧巧ぶクタイ7—の巧 a な 
i どは.だ«してい S 夕， （20 ページ 


{ «巧スイッチ巧ごックする 

j チャイルドロック機能が 

• リ、さなる孕*ヴいロブろしてを，»をじ班 C し 
I な t ぷク、0、ンクすることヴで6&す* 

! り8ページ«巧） 


IMI 巧る巧る 

舶おの巧 


巧出し□の円巧じなる m ヴ巧いてい*す， 

(のページ6巧) 


*<0し<巧（〉巧のページ5ごら > v < だをい • 


さ部のを巧とはたらを 


巧=■巧ち«のを部のをみとはたらさを巧かします0 

かお-- — 


{•巧 > 表示8 


る足巧:あし口 

M のぶ G です。 

\ 


\ 

\ 

力!]巧孤 

\ 

\ \ 

巧ぶ C 加近正ヴ巧〇 
、夕す 6(20 ベージち巧〉. 

アンダーカバー 

の忍曲ごをか•ヴるこ 
ちみしずす。 

(21>^—ジち巧） 

-- 




各スイッチは、缘巧したとさに「ピッ J とさダします。 


側う i 
スイ7チ•ランプミ 

おやすみ I 

スイ分•ランプ 

巧はぶクタイ 

巧クすみタイ 

クー S だツ h * ! 

7一をだツ片 

S だは巧|«夕 i 

g 巧巧巧满ヴ 

スイツチでさ J 

スイッチでなイ 

C 、 yh *6 C 0 ミ 

で、ソト巧じほ 

i ランブ ( g 居 ） i 

がしたち« 

:ヴ众订レ》夕^ 

のランブ(》 
を)のいザ巧 
クヴ篇0レ S . 
す。 

K 1 W - ジが)ミ 

("ページが;ミ 


窒 S •巧巧 R ホ K { 


*速«用 

ランプ 


お巧ちさ • 巧巧舍 
a • 巧な巧を’巧 
はよラタイ7•ぶ 
巧巧巧 5 S 示し S 

す， 

<於16^-ジが; 
* 巧、 S 巧巧じは 
交を S ■のげ B 巧 
音ち«示レホな。 
のツベ-ジ ㈱ 


;るを是巧 ■E 
I 中であるここ 
;ち S すランブ 
!でん 
! ( A をな打） 


—ジさな) 


フイルタ— 
サイン 

エでフィん夕 
一の I ミこウお 
S 05 ち巧ろ 
だし さす A 
(巧をお S ) 


のページさ巧り 


於* 


C * を)■后巧 
おぶ U 巧はホ 
クタイタ-•巧 
そののじか灯 
Lxg す > 

くホを) R 巧が 
ごな0し g 九 


(でべージ ㈱ 


な « 


飞 

:ヴス■- ra なと’ヴ 
表示して巧05す，！ 



V . _ 

@0お^/ ( I 苗； 巧 DI 尚. 

( I み D 


•時巧 Mfi スイッチ 


ををち忍-巧を巧をいおはぶク 
タイマーが^巧を as するス 
イツチで巧 C ! 

ま忌'巧掛 as スイッチじは！ 
r へで‘ソブスイッチと r んグつ！ 
ンスイソチの巧ヴ巧ウまな j 
( 12 . 14 . 15 ^ -ジを巧） j 


通たスイッチ 


* ち/ 留にする巧め 
のスイッチです。夕 
ィ7—*おの巧ちし 
をでさます。 


。2ベージ ㈱ 


IfH みかクスも々•ランプ 


チでイムド〇ックををツ h 
まだ。巧ち守スイ*:/^で守 J 
t ッ K 巧 C はラシフ ( ee ) 

;ヴ巧打します • 


'(* 袖*幽 -a I 


セーブスイッチ • ランプ 

たーブ gC をなツ I - または 
取ちすスイツチです， 

かソ h 厉じなランフ (« き 
巧な a しま守。 


(m— ジを煩） 


時 W をせスイッチ • ランプ 


現在時巧，おはみクタイク-‘*坛の時刻をな 
ぞすると S の巧ち义スイッチでな/狩资 I 食だ J 
ランフロが窝巧巧刻 J 含だクンブど•あなよ 
^ぶ刻ちだランフヴ巧ウタす。巧則をなスイ 
ぶづ#巧じより/巧刻さだ J ランブ2ちの 
ろち、1ちヴ庶か后を）してぶ55の時を]ちけ 
ヴできる巧巧ち示しすす。 (13 〜巧ベ—’’ジを巧） 
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使用上のごを意 


义災モ巧 _ 

I 引义巧を巧づけなぃで/./ 

ゥ居妍巧 h* ッブの巧 <C 巧、嚇巧(かノリ 
ン、シンナーなどのを乂巧)ぞ«巧じちブロおし、 
ぶう C して<ださい。まだ、«巧のる<でヘス 
•スフレ^などのを义巧を在巧ないで < どろ 
い。 (^!欠するおサれゲ>リミず。I 


戸 


睡ち里巧化し口じおを入れをいで// 

巧，巧、フラスチックなど «- る田の化し Q じ 

入; n 巧いで< 巧ミい • ^ _ 

i « A たり、 A 常♦おこしたりして，たい 
:へん JtPHTf 。 


■适あ巧出し口をふさがなぃで•ヴ 

«8のとクち巧 C は.«えたすいろのを■巧な 
いで<どさまだ、 SKKli し aCD ^ iCft を 
»い5りしてレ0ちみきヴないでくど 
さ化_ 

iUK 化し Q ♦ム ♦ C と、 MAA ♦した9、 
iU 3 ント〇ールがで««<«るこ t ゲ♦リ 
パ。 



■後«じ水がかからないようじ•ヴ 

1188の上じ、巧 A 、 々クんなど>のなないで< 



«スプレー ffi を g 巧の巧に匿かないでグ 

スフレ ー SK 巧由用、へタースフレ••など) 

S 0 度巧 (maociss 口る C 含) C •■ヴない 
で<ださい,》でスプレー®の狂でヴ上ヴ Cl * 
巧でる® n ヴ巧ウ5す《 



をを 1 _… 

あわてず、まず消义をグ 


巧一、 S 巧ヴ坛ぎたとさ(《8ヴ S 巧じみい、 3-3 -青づ巧るなど)や、 巧をのとぎでち友:〇てすじ a 坛 
スイツチを切0、巧スをめ、お貝いじブの巧を店まではをぶウのち巧の受巧、受岳 I 含業巧などへご 


向*おスイッチを巧り图ガスをを巧め 


^ l ]ぉ貢ぃ J ：げの S 巧店へま tt 





■にを) ■ _ 

巧し泛ときは、圧巧ち巧 It して、«ぞブ 
ラブちっンでン|-びろ巧ぃて<ださレ'^ 


積雪にま慧 


t ， す6ことゲ A 


ち巧ち f - ッフは、 as で non 巧り、つろろの 
S 下によウ面«し巧0レて、がるヴじなうぶん 
じ巧出さ〇な<«ると«8^0巧馬の巧远と3ウ 
ます， B 巧巧 h - ソフの B 芭じ gg ' つろろ«ど 
ヴ K いよク C しで <だ《い， 




mm 



曰) K のな»•手入れにつ U で ] 

♦ 0 巧の篇《 - ホ入の巧みヴ巧つて<だち L 、 
(おし < は、リ、22ベ-ジ taawK だちし U 
々じ、ブスの M 、 霉 S の fiR とち.ホの晦 
の fii (じ11>ヴないゥ SHS して < ださい， 
♦泣 n 寒 C 巧、 fig し C と90打る巧は、£ちし 
ないで<ださ L 、 ホ巧をな IW 巧る«です， 
巧一■含ヴ寒< なつごと巧べージ S 巧 R 
みじな0、ホ*^'とげの g ホ Sgc 巧ろホウ 
の S 巧の受巧，巧8、«巧などへご潘巧< 
ださレ、 


mumm 

巧，； 


【にクいて 


巧.お R い S め巧«巧 S じ巧賴し、 
S ± 巧の11じ压し < M レでご«巧< だちい* 

♦正し<巧■ちのているヴ、エ>おち■をち巧 
レて* B して<だ《い e 


操作のしかた 


FF « 巧概のなぃかたです0 

お巧ぃ{こなられるとさは、5〜1日べージの rf * 用上のごま摩 J も 
ホわ甘てわ HA <ださぃ e 

ri ^ をちちいになる占寒忌 こ I 

■« 源コード巧び«巧プラグの巧な 

奇フラフ5三ンだン h * C »3 fCS し这わ>で< ださ 
• g 巧つードのを因しヴ巧み3の议》5受けなレ义ころじみる巧 s » i 8 しで < ださし、 

■おなさのガスをををおじします。 

r な房シースン巧た惑 i し でい忘 ををたいこと一 - j 

■お-排巧巧を巧の巧段 

この田ち《ぞあ巧い I こおるシ ー7 ンの巧1こは、巧巧巧ちヴ巧け巧ゥ.巧 n ほヴつ50してしぶい巧せヴ 
苗巧して <どさい。 

■機巧本がとお耕気トップ周ぶの巧巧 

機お丕巧、ち巧巧1'*ッフの6辺!こ引乂巧ク马巧巧プ8ヴロでぃないヴ8^して<ださ1、 

I户二,过 jjp 巧•巧知 S の!!巧ヴきつヴ〇まし e ろ.ご^ CQ らないで、巧 B い i： けの»巧ちミたな、ミ 
!心 ご 化 をよりの当なのま巧.至ち、爸*巧などへごかか:だをレん } 


I スイッチ揉を}•作するときは*か•ま巧巧のんたを M けてくだき 1 

(广セ—ブ J ラン■ブ)— I c»^9； :マ ssTssy 今-シ-デ） 


f 貢 a ， R 巧 J HME スイッチ ' 

• fAj スイッチなそ畫 a が上ザります。 

• rvj スイッチ.な定 til ゲ下ゲリます。 


[巧が)レかを_ 

■通なスイッチを巧します。 

ランフヴ I * をじ。。し、巧ぶ巧 
»じス yt — ク g 巧し》す* 

魚义夕ると- fgft / CR ., クンブ巧!•ろ巧ろ 
ホを t ： 巧 D り、バーナ〜じ/巧义し C こと5巧 
巧ら e し*す • 

クンブな巧をじ so つでなろ巧 
1化>»じなた f で g す • 



二••け 


•巧めてご g 巧 C 巧る cs ク，しばを < g むなクク巧こ《巧、麵ち|•巧をしてを Eg 巧に 
巧をヴ巧る巧め、1芭の度巧で I さ麻乂レないこと巧友り g も 
、ス；1ーク S ヴして、朽20がをなつてをな乂しないご ec ほ、呂 B 巧じ通6を中にします* 
そのと《は，いつだ知#化ちだ，巧巧を巧:>て<ど《ぃ> 


夕化のしかを_ 

I 通おスイッチを巧します。 

ランプ巧ちえます。 

•ち乂 S 、 巧巧フタンは»巧ち、 0 C し拓了て 
なら g 止しずす。く磯巧巧の g ちづを < なる多 
でちやすだめです。） 

この g »、 S * フラブ€店巧ないで<だろい。 


oftawi 0 フィルター 

0 am/wm 


li 巧- H 巧 巧の R 巧(通6/傳止•室測1围節•セー巧田屏~] (SD 


•4 US の谓 SKII 午な、わ邮■のがス ft の操巧じよも Aik や、電■プラグのが♦じよる 
傳止 fr 、 巧わないで< だ #、、 a HI * の* BC なります6 
. チサイルド〇、ソクヴたッ h ち〇ていると S は，巧义レてちチサイん KQ ツクランプは巧 
巧しつヴなチサイル KO ツクは巧ちを。さだか • C 1 らぺージちな） 


S 通■節のレかた 


ま M 示、空»1»»巧巧ぶぴ巧*は、»巧し巧でさません6 


ま*•巧初 J 請巧スイッチを巧し、まるを役をします。 

>巧めて纖6ちれるとちは、芭を爱 a 巧のでじご Q 30 f *** WgM 

ットさ n ています • 。6〇 :なが：卿 


♦巧めてちれるとちは、芭を爱 a 巧のでじご 
ッ仁ち〇ています* 

•表を庙€見なヴら r まる.巧兵 J スイッチ 

の fAj スイ，ソチまた日: fVj スイッチそ巧レ 
3«5みな任巧まるそたヴトして<だま《/、 
■巧ちミ心 oswrc )， r 化〜つも、 W ィ 
しての ra でな、ン S でちま守， 
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篇巧のしかた 


[ 室通！!節植能について 


巧虫屋の涅度をお巧みのをぞ空盈じしてぉ< とでス*と®碰をつン h*CJ— ルし巧 S なま居5ます6 


I A ; 午||巧畴35^じ含《»と ♦ j 

田>■時巧をせ J スイッチを1回巧します: 


( ご注意） 


• 广を湿 • 巧巧し巧巧スイツチでたツしたを巧まるよ〇ち-巧否ま■るの方巧»乂:さは， 
篇义巧，朽90巧で、さるコン户 n —ルな編ち巧义します，巧を至ちぶ〇を»^«：^ 
<なるまでち度点义ね巧ご入0まだわ。 

• 邑 g 巧适6宙 C ぶ0、苗巧ヴ存 it するとちヴお〇すす> そのとをは、 rg ち/ BRj ラン 
ブヴホを巧ろ B をに変のウます* 

• まを表巧は、機巧賴面の室空ヴ ー5 スターの S ちを5示していますので、お M の M 
とは客す g な口ます，空さ责示な g なすとしで<ど 
•か曰、さ巧 W どはを音の gifi など I こぶつて、ま M 巧ヴ扭をち度ぶ0ち<なることづを 
0穿す。 


♦ま^曲こ 、 mmffnmsn ■■爲壬持巧 j 合けランプヴな巧し穿す。 
♦はじめてせをするとさは、5示虫じ r す巧12 OOj ヴお示さ ri ます。 
2回呂な!曲 a 、 担«している巧幻ヴ表示さのます。 


fc 


セーフ51巧のしかた 



け|田をせ J スイッ♦♦押 t ことじよリ巧 I 
を W 巧 J をザ、 r わはよう J タイマ— HW を 
せ，现在 W 巧の麵で巧•えられ{す。 


ミー プ*おのだ Iン 1 - は. g ち华じし〇でち S なれ J* 


I 「七ーブ J スイッチを巧します。 


r ごーフ J ランブヴな打し C ッ f- 巧了です。 


I 七""ブ遅おの巧ミ肖しかた 


广でーブ占 スイッチち，るう一お巧を巧。 



图 f まる•時巧し HB スイッチを巧して、午抗10時35々じを甘ます。 

] ♦ r ま S •巧巧 J 勇®スイッチの fAj スイッチ51国押すと巧幻ヴ1ろすすみます。 

♦ fAj スイッチち巧し《すると、巧示ヴま R して空ロウます。 

M して巧レ!》ブると巧じなつた巧と，民の巧ヴ1時なヴつさみ$す。 
f 午巧的：典 J でいつ C わちをはなし、再运押し《巧し r 午巧10 ;巧 J でちをはなし$巧。 

♦ rWj スイツチを#すと巧 a ヴちどる巧巧で空す> 虽〇〇巧な r 、 スイッチこ面じです。 


J _ • 巧巧 S の*1ち、巧ちき a 、 きみ迅8など C よごて»,を asH # 巧のささ1?—ブ M 巧し 

( ごミま #) 巧いことザちウます。 

- • の表ホは，«各山:でッ h し泛苗を58巧ら巧： D ウ S 巧わ> 


•fM mvwm 

• ttis ] お 


セーブ通なとは 

お巧 S を at 寅し、巧 cs など巧 S すクで < ると、巧えている巧 ctt ベて巧じさ»でを A « :巧夕し»巧<巧 
じ S も 

そこで>めちさじぶる不巧 g の巧じな#エ3遭おちする頁巧で-窒 S ヴ酱巧畫 gCS し C ろ、ヴ白 B ) 的 
じ巧运巧&ぶりを <$ is » e ヴる S お■巧で弓， 


脱巧»のをせかた 


: j ピ がし —:：: J 貪サ*時访じよつて[^ィスイッ>と《*%^ス 

[\ んをど5 ぉ巧な苗 I ィブ♦♦•い♦け口*い • _ . 

蓮*■時巧をせ J スイッチを2回巧し時割させ巧了です。 

• fRSRSIj 合なランフと f みはよラ/巧巧6だづンブヴ8¢口し、巧巧ろだの巧了です。 

f 巧巧ろだ J スイツチ SW し巧巧巧で年度が巧ぶ夕〇巧ヴ5スター!-レ、表巧 B のコ〇シヴな巧レ 

おがヴ IDS 夕 7* 


C 爾） CM&sUHE 


11111 


» •轉 sij ■■スイッチ 
• r 〜 スイッ♦:が f 
f ♦化 

. r > j スイブ ♦ . Iiwy も 
fW 衰す a 


： 5 巧舍备 


ゾ w ♦すも s 


■< w * C •マ巧 


おはよろタイ 7— aWE のしかた 


Iけ J A 1ッ，•パ6 

j ru • mn 

M スイブう 


イイ•••も.巧•巧 


のち a 表そが巧巧巧とおていも。けかけ。 
n ♦るクて L 巧:いと S 巧、13 < 14ページ fR 在巧巧の合 
I 巧幻た J を g じ巧クて6包5す ♦ 

U 年巧 ■!! 示めとさ巧、 HflS 示 C 0 A え夕す《 


:: ぃ I '..脚 


おはぶラタイ7—時巧のさせかた 


5はぶクタイジーは SS など、しご巧掛じ巧巧 g ヴ这をがを S 涅ごだるな C 8 巧ち&巧瞧 e 巧るタイター 
«能です6 

—— WT 午おう1|なみじ若々 杏ミ> ] 

1「時巧を甘 J スイッチを2回巧します0 

■ま巧®じ、時刻ヴ S 示ろの•■お I さぶク J 巧を!ちなランフ巧な»しをす • 

•はじめて巧巧!ち G をなるとさは> ま示虫じ广午巧 6:00 j ヴ爱巧ろのすヴ， 

2担)白む巧は，芭«している巧巧ヴ表示をのます， 


涅ゎはようタイマ-* 6 が)けットしミす。が-'朋) 
n ♦巧 0 なを巧おはぶクタイソー道みちヴると. 
i j 83、巧ろ巧めてなツ h •するか s は巧 0* t 3 ん♦そ 


I j 83、巧ろ巧めてなツ h * するか8は3 
(I の巧巧、西0をの! i 巧そし乐す〇 

图遍おスイッチを巧します。 

r rn / mj ランブヴ、》をじぶ口し 

S も （• 



い；が 


ランブヴ、 li をじぶ打し se ぞ巧化し 
S 9« (1 を ■<— ジち巧;> 

すでじ. WW ) と®は巧なか巧さ友ウまが W 



mm mam 

zr s •如] 

歧ミ副" 


f わはよう jH 巧♦せ 
ランプ ♦** ♦せ a 

tc 


rimfr 々 j スイブ♦♦押 fit 
じよリ fSSWWj 合サ， F おはよ 


画 r ま a •巧巧 J BB スイッチでま渥をセットします。 

1 (1 W —ジち巧） 

♦が»16のと«と巧じ巧巧5るでょし^«をはで、ント 
する巧 S 巧巧*:)ホだか《 



■正 ■■ 

阿.-可 


う J タイマー啤扣♦サ. 轉 n I 
め雨で巧>えられ it 。 J 


固 f おはよう J スイッチ4巧します。 


「まを•時安し詞巧スイッチを巧して、午が7時10々じを甘ます C 

♦ f まを，時な J スイッチの 广 Aj スイ >ンチを1窗巧すと巧巧ヴ1分すすみます6 

• スイ I ンチを巧し a 口ると、ま巧ヴ Stt して geo ます。 

ま巧して巧し巧口ると hMj 分 eg つたあと、巧の巧ブ1持 B すつ«みます。 

广午巧フ： goj でいつ C か担をはなし，ち S 巧しなおし广午_ 

まフ： 1 Cb で巧をはなします。 mmma 

• 广 スイッチ€巧すと民を)ヴをどる巧巧で巧〇つすす。 7； /ff om 


• tWt / f ち It レ-ランフヴ6をじなり、 r おはよう J ランフヴ巧口しで 
ット壳了 

♦る示巧は、たッ K レ C 巧貞ぞ巧巧め g 巧示し巧狂時幻巧示 C 巧〇〇ます。 
♦おはぶイマー時巧の ga»i r 巧巧舍な J スイッチを？巧巧しホ巧。さ安じを 
う1包好すとちとの巧巧じ戾。ます* 

♦巧なぶクタイ9一時巧の®至は、巧ら e めて巧べージの操巧をしま巧。 



回わけ巧恥技巧1じなるが化も化します。 


スイIンチと巧じです。 


會サ SgW じよつで 【 Aj スイッチど 
fVj スイッチ ♦« いみけで下さい。 


•たツ hW の1時じお巧 S の空るそ食巧して S& をち巧する持画を白な的亿巧巧ます。 
♦か义ろ、 nifc/tt 巧 J ランブヴ AS 巧を巧をの巧打亡ま;〇ウます。 
•をジ|-した巧«：なるとぐ友なよ3 J ランブヴち打して-巧巧の g をIこなつま守。 


♦6 なよう少イマ— ■« 巧 tt 清 L かた 

選ちスイッチ、ま C な r 巧まぶう J スイッチ€巧しま5, S ちヴ巧貨をのランプけ背のします。 


I 奇 r 時巧をせ」スイッチを1国押し時刻をせ完了です。 

(| ♦時巧さだ®ろの f おはよラ J 拐を!さだラン了ヴち巧レ、荒了で弓。 


( ごま夕 ' 


おはぶクタイフー巧巧合せは，化ヴ r 巧はぶク J 巧巧をだランフの巧»Cたツ^'^ 
了して<ださい。1夕1^±、巧のスイツチを巧さないでいると，巧巧巧巧のをホじをど 
0、でツでちな<9:ウます。そのとまは，はじめなをた、: /h' レな友レて<どち 


C ^ H ) 


•»3； ぶクタイ7— ■ gH 巧巧 C , ブラブをコンなン h なら巧いだ0、#1しだと S 

な、51を巧巧飾が供巧とまる C め、巧ほようタイ7— M は111»ち打5巧ん。 
•お®壌の空 S ををちま泣じするの Cl 時 S な上巧巧る場をは、だツ h * 巧巧じなつてち度 
巧ち gC なら巧1•と S ヴ受05す e 

• おなよ夕少イマー ag ♦セツトす t と♦じな、 WI の»夕じ♦ゲクいこと♦■か At < 
だ♦い • （8 ベーク参誦） 
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篇作のしかた 


i おやすみタイマー通ちのしかた 


おな句みタイで一な-巧なすみ 民 iy ど I レ I ぶた!<して C ろ 呂お的 Cfi 房 SB モ毎化ろだるタイです* 
巧ウ弓みタイ：？一の設ち時商な- 30巧 • 60巧 • 1のをの3る0で-下をのす蒙でたッ K して<でろレ、 


! 巧：おやすみタイマーの巧巧巧 W もぶ々じセットし谓たすると夕 i 
立] r おやすみ J スイッチを I 国巧 i /30 j 
おやすみランプを点巧させます。 

!巧みのと♦は2回、！巧をめと>な33押1*1オ。| 

♦巧なすみスイッチを^画巧すと^巧^ 

を巧なすみランフヴ巧巧し-おなす 
みタィスーヴで、ン^2巧3す> 


国巧を巧扣巧おをじ通お停止 
，ます。 

• *69。するの5る扣じ ^30 j ラン 
フヴ巧 S し麵6巧じち巧巧ろだし g 
す。 

•巧とすると、ランフ*巧プぺて A 订 
レ3 l す•くチでィん片 a 、ンクヴだッ^- 
50ていで I ば、^チでィん^^〇ック^ 
クンでしでい g で*) 



% 


»y 


> MM 

> 


園厦をミ刹團 


I おやすみタイマー通坛の巧消しかた 

■ B スイッチ5巧レ9す> 


わやすみタイマー60々 • 】20々も两じ方ホでセットして < ださい: 


• 巧ウすみタイで一 IHB は. UK 巧しロセツではか> 
r ^' m ^ ，巧ウすみタイジ—蕉6曲こ»58«巧巧でか上ごだツ》-レ巧と《は、頁1«1じ26での& 

、二属々•ソさで M し巧， 

. わ 々 t みじな♦と•な、♦イマ —* KWW でしないで< だ♦い • 


L •巧度》が_ 

と’、お 坦是 を夕章 <g めるだのこをを呈這ぶウ巧在査空ヴをい«舍じ麽つて、*ちお苗方ら化分お巧 
のる 巧 aws ちを頁 IKS じ巧います。るま a ち a 拉巧な^急涅担房 j ランフヴ。じします。 


. 蓮田！!巧巧を巧み巧じ巧つてまな晚よ〇ちらじ文さな能で巧おして*居し穿すヴ、お 

_ 宙 geo 巧 e ヴ度ち室を r ち受 • 巧巧し as スイ‘ンチでな‘ン片3の巧涵另)ぶ0巧いとぎク 

( ごま#/: g 坛スイツチを入 ri て巧ら巧ろなよ g 宜したとさは、をを担ち*坛はさむまだん。 

•巧 S をま g 巧 se を巧いだしとさは，一ち毎じさだてヴ5、再 S 蓮 e 巧汚をして<ださ 
八 

-巧たすみタイ 7—* e 、 おはぶラ9イ 7—3 iB の a さほる sa ち HE し g だか* 


[ チャイルド ロッ クのレ かた__ 

かちなおすかでいたすろじよる g なを巧じ守る巧め.チでイル K □ック機ちヴついてしげヴ* 

誦 r チヤイルドロック J スイッチ4押します。 

♦r チ サイん KD ツク J ランブヴ巧 C レ曰，ソクさ 
打さす。 


■チヤイルドロックの巧おしかた 

•巧ち•■チサイルド〇ツク J スイッチ51け a 
な上 ff しさす ♦ 


•|»巧じチでイル^：0かク$たッ》-し5と6巧> 通6スイッチの g 让靡巧な巧を.«巧 
で S な<«〇タヴ • 

- >化巧じチでイルド0ック$たッ^-し巧と《巧、巧ぺてのスイッチの(•巧ヴでさな<な 
夺 つが， 

、-万-^^/ • 巧巧ぶクタイマ-* fWJJC チでイムド〇ックホた、ン I - レ巧と《巧、 g 后スイッチなみの 

I •巧ヴで«巧< なウ S プ, 

- f チクイル KO , ゾ7 J ランブ巧打巧じ*鼠巧る疆ろな、チでイル h * a 、 ソクち巧 S しでヴを 
着 E スイッチの!•巧ちしてくだを 



«作のしかた 


風向を n 節のしかた 


■面向さはををじかえることがでさます。 

ライ M — など適尝な;禱で5巧 ルーパーの RS 
をロタ«面し》す。 




• ■« は、巧ちも巧うとルーパーが巧れ》場合ザ A I けす•は〜6百 A * と1*て< だ♦い> i 
• •• A * 、 •上下ルーパーな、です々で—*で♦よせん e 

出してい6涛な、《4«し0巧眉巧ゲ}^くなクでいます。祖巧なやけど ♦ 
するおザれゲ A り i すので巧わないで< だ♦い。 


L 体*漏度拍壽 


ま円のげ*じ含った巧: S な运巧を巧つような忘透度お® «»ヴついています • 

. 暖宾口5とヴウ持ごまるヴ ー5 スター巧キでッチレををとじ，巧 a な B 房巧 S を巧る它めじ® i 巧力 
ぞ白色のじ巧 S し，單<快 ac おまさる I こなウます。 


I ぶ g m へのを水のしか た…_ 

巧ぶ■ヴ朽 i する巧は、巧化田へまなしの S しで<だちい6 

迈アンダーカバーを巧かしまず。 

P : P シブ•ロバ ーめ SSC 寺ち巧ててを巧 じ ミりミ 
: 0巧巧 レ 5巧， 


空] かな皿を引おし注水します。 

n をぶヴち〇り*レ S ら.がそこなろないぶうじけ 
Ij 巧 C をと C るどし、タンタ-乃 sBWg けて< 
h だ《し、氷巧こ度のタブと巧巧るばゥりでだ<« 
n 巧ヴ««し、い C むなウます • 

»« a 置ヴホちの場を、巧巧の巧ち巧そご巧巧< 
だが、 

«のる回には巧1300 ( WD 木ヴ入ウますヴ、巧两可 
巧みつさすので- 

ときど S 水■を WI して<どる VV * 


• ■■ザ«出しでい6 1 ♦は，巧 «巧の*巧が 熱 < なつでいま t 。 か aiA への注东はやけ i 
ピ ♦す s お ♦れが ♦巧 表すので巧わないで < だ> い* i 

、 —,^^ ノ .わ •■ゲ IW し 令 t い众 霸めヒ® じな、を未♦♦けて < だ♦い， ! 

_•巧 巧 取::まが 巧， ホの巧。ろ水巧あごぶたろ. そ n お上のまがは，しないで < ださい。」 



し E 隹機能 _ -n 

泄ちフラブを接いたウ、巧«してを、一度でッしたおをまをたーブ蓮 e のちが、おはようタイ;?一巧瑚3 
巧 I しています C 

• 巧宜 M 可るとちは、ちじ拓ちとな0すす。 
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お手入れのしかた 


巧全じおないいただけるようぶおとわ手入れはを海的に巧いま L よう0 


:曰巧のお巧_ 

■» おヴ巧をていをこき C - けつて<だまし 

■エでフィん夕 一• 加置の！^巧の®湿巧ち巧じを巧しいで<だろ I 、 

■ち扫[ちッブじロバーなどづしてあつごじ，巧<1こ哥«巧 g どヴ S いてない0度巧して<どろし、 
•巧スち' g 奇二’一ヴを窟西 I こおのたり巧《して L 巧い口 a 巧して<ださ(^、 

■色’技巧巧の运巧巧ヴ々りてぃ9ぃ々«ぁして<だ2レ\> 


s かのおを入れ 


ク:〇らヴい巧を巧る交*でめらして、よ<しな 
•?て巧らなぃて<で3し、。 


ベンシン，シンナーなど US 任めも^ 
の ag 巧じご sa じならないで< だ, 
しごさい。達»の6ゲ A せたけ««の« i 
&ゲ«おしたりし it , : 


ぶ漏皿のお手入れ 


■加交⑩なホでクゎブ S で巧 i ^ fi と《ほな|迅 ID をき l 扣しでが巧ぃし t <ど SL ^^ 

■巧挣ヴち；00夕し5を、るとどおクじのぶ血そ巧巧けで<ださい， 

■な]湿团は、巧ーロ-•は上げごなつてい S で。巧へ«としなク衝撃そのネ C 0 なると、ホー 0— ヴ巧»ヴる!* 
合なあ 0 S す。 

か]巧皿の巧かしかた 

'な!る皿ちき I 出しで<ださい* (のページ«み） 



通祖巧巧し口のお手入 れ_一__」 

■ 17巧 C 1 面!^上は、 U 巧出し D のほこ〇モ賴などで}して<だこのと《な、せす ■£ 
を止め、«»ブ«えでヴ5巧ごて<ださし、 


■1»巧出し DC 百い巧や巧むヴ巧疆することヴ巧 0 S すヴ、8^1|で£3«〇旁なん* 
や〇を巧い巧で、な S とつて<ど SLV 


こリま素）<1••わ♦入れな、けゲ1ゎぐた々二>>«^け》1：巧夕こ6>ぉす tALJf * 


[X77/f ルタ—のお辛入れ 

ブイみ♦ーサインがる g した t ♦なかずし 
て < ださい* 

■エアフイん夕 一 C 、 畳こ0巧ごみヴ2まると、 
フイルターヴインガな巧します*このと S はめ 
す ac をなめ、顧法ヴ巧乏でなろ、すみや巧 C 
して < どろ tv > 


■フイルターサイシヴ席 JR していな<てを.没こ 
〇ヴ e まフているとまののるとさは、お曲 S の 
どのとちといつしぶをさ打ると屬 
单で3«よ< お巧しル巧巧ブミす。 

(1拍じ1班の 

I エタフイルター巧，巧巧なことザでちさすので 
フイルター(^» • giD ほこウち爾る麻を《ク， 
は CS でよ<巧#しで<だち L 、 

■巧などで W ： 巧の e とち。、 3 W でを g < 巧い、 
水気をホ<なをつてなる、じかクぷルじ巧1125 
巧て < ださ L 、 

■ n *!^ ヴ巧〇り*レ C ら. g 実 CX でフイん夕一 
そ田巧けて < だろ 



• 7イル>—サインゲ《«した»»ごな用»«け*すと、センサ—ゲ萬*と祠撕し> fltt 
W じ IStg 企すもことが♦り tfe 

•肆庄す&£>«‘重^«ネ薄じ f !4 j ♦■ホし、銳 J クンブグ A 滅し，巧全義 

_ 、 ■ダ•いわこ C * わ巧ら々し»す。 （23 ベ—ジ参 —） 

ごミ主 > ;この！•なと ♦な、 S 7 7 イルタ • 


* B / 度 g クンフ 


\tp (23^ 

A ♦かじ IHI し t くだ♦い, 

KU HSU 

* 神迅 /4 


安を装置が作動したときの処函 


巧一の#、 W 下の巧を«置が•きガスを止めミす。巧をち直が»いたと# 
は、表示»巧お»表示と fjlK / 度巧 J ランプの魚*でお巧ら甘しミす。 


午巧 

午 g 


r ん A 

夕巧 

午» 

m 

ftSSfl お，， 

巧 

r } }j 角度 j 

が巧 S 脱 M ; 



■な の 


媒 


*53. 


巧 2 It . 在 82 


午巧 
午を 


おが 

n 


«フイ/しターヴ Y ンな巧 


苗ち sa ，巧ミ a 


をを »■ 


スバークちを SI 


1 クヴ正がこみばないと 

ミ SC 巧6し SE ち ♦!££ だ9す • 


口ちえちを爱擊 


:が 

C さを8■ヴ«さ、ま巧;?の班と S 


ち巧巧^バーブーの巧ヴ巧ぇ2 
C さをち爾?： 

巧化し g す* 


巧ち 

(ホき〉 


午巧 

午を 


ち打 

97 tSM お巧 

宇巧 

すを 



〇 

ち曰 


r ごご J 巧巧 


午巧 
すち 


設巧ま否巧を空 S 


UU 


つ J 麻》 

巧ちミるおを£ 

牛恥 I #n 

午を_ ' < 


(房電） 
〇 
档 G 


(巧ま9> 

G . 誦よの巧！ 


ホち 

(巧芭） 


S 巧巧比 

(ま®スイッチ> 


百 m 巧止奋霜 

C 忍 S ピ.-よ一で 


直9巧巧に SI 
巧ピコース） 


房义 B 、 バーブーヴ■火しな巧つ S 
とちなど C 巧を S ■ヴ g き .宝丹ス 
の®た5巧化し夕す* 


g 黄巧ヴ a 巧 s 巧したと 《 c 、 巧ス 
をじめ SC を git さださす， 


« a 巧ヴ》巧) i 巧し巧とさ C 、 巧ス 
ちじめ*おそ g 化ろだ5巧， 


ち■巧ヴ巧 nc とち C 、 ヒューブを 
巧 0 S ちを巧比さだすす* 


宾電巧ぎを gti 


な A 

(巧を） 


日 E 巧田巧の 
ち巧 S ■ 


巧«巧はを巧でをまだれ^ちを S , 
ヴ礁き，巧ス3巧を化め邏6そみ It 
ろ巧ます6 


巧5«ヴみ C 它と S じ巧18し， 1 E 
をみ化さだま巧。 


. さを IMI ブ巧 to レ C 巧と、 s 5« して gjSW してち、だび SU 巧じよク巧巧1&«<0ク义す I 

( ごを g ) ぶクな場をな、下&めちを gfffFlD 巧の ft 巧じない»巧ヴ泣 SCS ! ミ、お11い巧めの R 巧 j 
SSC は-るぶ0のさなのまる、まを-巧などへご通6<でちい B ; 


m 因 

&置巧巧 

j 魚火 g ■の货■の CS じ巧 ft し 97* 

«9ヴ化9で巧，巧!!いまめの K 兄375は > 巧ぶ 

0のち巧の5巧、 ミち‘ *« 巧などへご*€<巧《 
八 

ヴスをヴ gs 忘0な巧。ごと ec , 

L ぶとさなどじ巧16し s も 

な任を、ち ae しで < で6し 

巧スさか IS つてレ巧り> use りな0つだと 

S などレホ巧。 

エスフィ n /9 —ヴほこりちホりしてし巧り、ホ 
^ 巧さ違 AQisti レ ociiim 巧巧ると S 巧どじな 

ft します。 

エ;ルター巧の fli # 巧、 》 g 巧をま巧いだちし 
ばろ< (5 〜6巧〉レてヴろち遍 fi レて<だちい， 
(>巧フラブは巧巧つクンヴ巧っている35いだな巧 
巧ないで < どミい,） 

g 巧じなつたと巧じ巧&レミす* 

« g ををクしてを巧; IE でちまだん。ち得ヴか要で 
巧々 お■い巧めの餐巧ち g たは，ちよ0の当巧の交 
な、巧ち、含霞巧などへご gge ださい。 

>5® 芭ヴシヨ ー K し e とちなどじ斤 ■) します。 

居宙ヴ化 S です。友!?い巧めの g 巧ちをだは、ちよ 

0のさ巧の交な，受店、ま il 巧などへごさち<ださ 

V 、 

1 ««しだと SC 巧動します0 

ag したら，巧 a 拉して <ださい。（毎■ゆは、巧ス 
替巧田のて巧いて < ださい*)また，ちを持巧をだを 
レな巧して < ださい。 

か巧力など C よ。さぶ！巧巧のたとミじ巧。 

しまヴ* 

ち理ヴか S です。お*いずめの巧巧店までは、ちぶ 
りのち巧の受巧，受店，含《京などへご*ち< どを 
八 


— 87 — 








































































が!•かな？と思ったら 


が a かなうヒ忍、つてもよく巧べてみるとな»でない巧ををわります。 
優 a をな垣する巧に、もう一を巧の点をわ詞べ<ださい。 


巧のことを»ベてくだをい。 


巧 を 

お巧のポイント 

参瞧 

ベー ジ 

通 R スイソチを巧して 

‘«巧フラブヴコンごン hC しつ巧0入つていま巧方。 

11 i 

ら逼 K しない。 

’ご S 运のヒユーブやフレ-で-ヴ巧 ri ていまなか巧 C 

— ^ 

( r ま居/巧病 J ランブ 

-巧«でなあ0さだん〇。 

23 

ヴ思を病打 L / ない） 

チクイルドじ、ンゾヴだツトろ巧ていまだんヴ。 

巧； 

み火しない 

-お M の巧フをヴを巧1こなつていすす巧* 

11! 

(广 お巧/释ー ランフ 
ヴ巧を巧むじ空 r ィろ 
ない） 

. だ3を巧（巧ス。ース） C 巧るヴ这つていまなか巧， 

の ； 


. 了六 7 ィルターじ-;さこ〇ヴ C 5 つでいまなル巧♦(フィルターヴイ 
ンはな a しでいきな〜な） 

22 

«用中じ W おす& 

• 虫®巧出し0ヴふさヴつでいすなかヴ， 

9 

• 巧巧 ai ** ッブの巧 g がふ S ヴごていホなんヴ* 

10 


’ 空 aa 田巧巧いて'-、 g なわヴ•く rsE / w 巧 J クンブヴ》をでな幻レ 

13 


ている〉 



- 巧巧奋さヴをんウ • 

で ミ 

よ < g 2 がい 

- M のちホを巧»いてい5だんな ♦ 

— j 

巧 aw のヴス巧なを R じ《つていず3ヴ> 

11 i 


■方スの巧巧は1 ss です巧， 

細 

ガス*い 

• ミ化ジス; r ースか!わでい S だかみ 



こんなとをはが li ではお0ません。 


巧 象 

W 西と巧 策 

シースン巧め々、 房货 g •なし W 
ヴつたを、 巧 巧なヴ巧义しなし、 
巧が旅 J ランフヴ巧 
’しない） 

な 火 （f* せ/巧巧 J ランブヴホを巧打）するまでな义篇巧を<0 1 

巧し ます* 

巧めて S ちしたとさや、シーブン 
巧めごは、 S 田 C 友ヴ出る。 

巧 a のみで#巧などじの«しでいる括ク巧コゾヴ巧けるためで 
す。しばら<換巧し^^ヴろご巧巧<どさし\〇 

魚义し e とちや、ちぶし C を f ご 
ツン J "3 ツン J という資ヴなる。 

ヴス苗苗を巧巧するごめの g 面な （S 巧で巧苗する巧ス巧）ヴ巧 

6 するとちの音です。 ！ 

巧义し ct « c 、 〇ザ ッ J といク S 
ヴすも 

巧义 g ヴする 場ろ ヴ巧〇まで。 

*6レてち巧ジ«^^ピてこなシ、 

巧 B を化ちなしけ:うじして巧ウ S な。ヴ 8 ずると、直む 
的 <篇乂寒の 巧 巧巧して） じ M ヴが はじめ S す， 

餐 6 巧じ r シサー， • と g ヴする • 

なスの sa © ヴ する場を ヴ巧〇 S ヴ。 

お父ろク、 3«义6 じ f チゾ jf チ Uj 
と#シ 5S ヴホん 

熱狂幽みなどヴ抑 M ク巧巧を n る巧じを g ヴ & 巧.の e しで居こ 
る 5 です0 

夕じしてる巧ぐ C 巧巧ブタン （« 
度）ヴ巧比レなし、 

«88 巧巧そろなしてけ安頁た的じ化* 0 S す， 

がつで ■« フラブを巧いてし g つ 
CC め、すぐ S し込かで HCfll 巧 
ちじ!!ヴ巧义しか 

巧 W ヴ巧义るさで《ろ « 巧つでヴるち K、 《 E ? •巧 S レで <巧ろ 
レ、 


•_： のほな caw ? ヴ击 2> cS «、 巧打な0じなろないと S 巧. S ■い东めのち « gs 田は，6よ0の当なのま巧、 
至店. sgmg どへご ■»<!? さ八 


•ミ至 S 、， 不 >*«*■!»' ■» のもと《«リ»すので，じ*!*»»ご■♦での々！！ I、 CSBl 


«期間巧用しない場を•巧巧点なアフターサービスにクいて 


r 巧—管 (•巧圓巧巧 しない qj を） __ I 

■巧«夕るのじ、巧を入打5しで<だろし、 （21 ページ6巧） 

.でンブーでパーち巧し、班な征の氷を巧なレて<どちし V (めページ巧が 
• 王でフィルターのほこ〇モ西巧いて<だか、（巧ページを巧） 

.よ<おきん〇のクえ> ジス巧 S 苗の、霉 ar ブブなコン R ント巧ら夕，ヴ巧いて<ど 
■ f 巧おか巧 ■J 5货巧しないよク C レで<どちい • 

■シー プンス：?じち技雷レで .8! g 亡さ0ることヴ#かです C 

■巧 C な <,. 巧みレで犯る4さ I よ、お貢い巧めの«巧 g まだは、ちぶなるさなめまむ、さち、«1^^など 
へな業をご巧 a < ごちい。 C 巧な〉 


_ . お S ろ夕邑9で巧巧しご口、お I しなウしないで<ど 

( ごま JI つ< »苗の下じある、じ々クごか、»などを巧 H ヴる場さはお！!い宋のの K 巧 BSC 巧、を 
‘ ぷクの当なのまな,受 S •ち顏巧 f 占どへご宿苗< ださい* (巧》ヴせ5^«»^巧巧です） 


「3年毎の な 巧な巧にごいて _ 

• FF 巧房《をち巧面，快«じの@いぃごだ<ためごは、 Q® の巧争六打はを 5 ろれ;ですヴ、走！巧 0gs 巧な巧 
ヴ化夏で弓。3年巧の巧守ホ毎をおすすめレすす。 


し ご ミを意 j • «みか•の費用はお•樣のごじなり*す • 


■サービスを巧巧するとさは、 

巧べージの••边>ななゥと S つ巧る J の1!1夕巧てごな巧ぐだ5レ^〇そ n でち■ろない«含、巧るいはご不 
巧ら«巧じは、ご百みで《19なちろみいで、巧!! い 巧巧の巧巧ち、ま a ぼ、るよりの S 巧の受巧、 S 埋、 
ssmy とへご巧«<だミし V 


: P フターヴービスタる巧し。ブのと公5,巧のことちお巧ろだ<だろい • 
け庙ところ ( ms . SMS ). 巧ちが g 資 S ち 
放爸…… RHP -556 FT . RHF -431 FT 

が 故《 

回《巧巧ち ( m ち持苗の«も 
(» し <は6ぺ—ジまご •!< ださ i 、） 

{4)P Sf 

(||乐ランフの巧»4^とで5る泛け#レ< ) 

amr*8i8 



度を 


■ K 居されるときは 

•乃スじは曲ち巧ス巧 gg 方よ Cn*.P 巧スの 2 巧ヴ巧ウます。 g 巧の百巧なじち 50W ， 巧比 巧あ* 0 ます。 
巧ス〇電巧功 1 S 巧！!なる巧居へち居ちのるとさじは，巧思の巧か口 IMI 巧か S となりますので，ち居 
巧のヴスが M の«8をな巧のう夕.、后居巧のをよりのヴス寧 g 吾じご巧&<だろい。この場合 ， USs 
泣ちじぷる菌巧は反 gm ホでち有 H となウま巧。 

-この««と公のどの巧ス聰のなちのにおいてち、巧巧の交兵ヴ SS じよウごを巧 C なのます。 


■巧々おおの巧ま 

♦ g 巧のヴービス夏ヴ FF ちち«の巧ち， IWC ついて圧巧であるヴを孩>し，じ 巧 じてち g 巧 案、 a 
お g 巧 巧を巧いすす。 

(宮巧ヴ必ま召:ときは，おぎ巧 I ごご巧毎の±.巧巧する巧否巧をま巧レます。〉 


■巧お：«巧を巧 K ず％とさは 

1§<^?«^ぞ変至さ0るとちは-巧貢いホめのち巧岳 I まごぶをぶ0の当なのまる I 交店、を藥庚など C 
ご巧 g < どちし、 


なち須呂 

任が雷なお{巧'がを黄括巧、ヴ乂话巧：) 
巧ま巧の 
@ヴスま咨 
@«ホ巧巧 
魯任げ巧 
魯ををさ8 


■巧巧じついて 

巧が巧!■の M 度;が巧！■ミこなつでいます， 

TBCSS . •入日 j み!«入を巧 H なめじ窝琵 S 巧淳をよ<巧みみのる、大巧に保 S して 
<どちし、 

• »»«さ巧苗巧 a ろの巧》居泛 I こついては，巧*長理じよって»ちづ巧巧でちる場食、育おでち巧いた 
します* 


■補巧用桂巧なをの最化巧を巧阳じついて 

•»#€が巧《丈9で«包《ち巧»さ法巧さ》省のち»1じぶ0、当»岳の gS 巧扭〇ち 7 巧で可。なお，巧 
巧とは.その«巧の巧ちをち待するたの C 化さな巧运です。 
























































